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2010 年８月 20 日（金）厚労省にて、ブラジル被爆者平和協会理事
盆子原国彦さんをはじめ在韓被爆者問題市民会議や韓国の原爆被害
者を救援する市民の会からの代表を交え厚労省健康局総務課・原子
爆弾被爆援護対策室・室長補佐　金山和弘氏と交渉を行いました。
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　　　　　　　原爆被爆６５周年
　　　在外被爆者援護と核廃絶を求める声明

　私たちは長年にわたり、広島、長崎で原爆を浴びた在韓被爆者をはじめとしてブラジルなど
の南米、また北米に住む原爆被爆者に対する完全な援護を求めて活動をしています。
　しかしながら、在外被爆者に対する援護は大きく立ち遅れており、被爆者は高齢化するなか
で深刻な不安を抱えています。厚生労働省が把握している在外被爆者（「被爆者健康手帳」取得者）
は 4,275 人（2007 年 3 月現在）ですが、その実態はおおよそ次のとおりです。
＜在韓被爆者＞　「韓国原爆被害者協会」に 2,650 人の被爆者が加入し、うち 150 人は高齢化し
て被爆の事実を証明する証人や証拠を探せず、被爆者健康手帳の交付が受けられないため、日
本政府による援護の対象外になっている。
＜南米、北米の被爆者＞　厚労省によると、北米（アメリカ・カナダ）に約 1000 人、南米には
ブラジル約 160 人と、他の国に約 30 人が居住し、北米とブラジルを中心に行われる医師団派遣
の有効性の再検討、医療費助成の上限撤廃など、基本的には援護法に即した医療助成への強い
要請がある。
＜北朝鮮の被爆者＞　　「反核平和のための朝鮮被爆者協会」によれば、382 人が生存しており、
医療支援や日本による謝罪と補償を訴えているが、日本と国交がないため、まったく対策が立
てられないまま、死亡者がふえている。
　
　私たちは広島、長崎の原爆被爆から 65 周年を迎えたいま、こうした在外被爆者の実態と遅れ
た援護状況を直視し、特に、「韓国併合百年」の節目にあたる本年、日本による植民地支配の犠
牲者である韓国及び北朝鮮在住の被爆者をはじめとして、すべての在外被爆者に対する徹底し
た援護の実現を強く求めます。
　さらに、被爆者共通の願いである核廃絶実現のため、オバマ大統領発言と潘基文国連事務総
長の初の両被爆地訪問で示された「核兵器なき世界」への方向づけが、核廃絶の確かな一歩に
なることを望みます。
　何よりも、日本は原爆被爆国として、核の惨禍を「核なき世界」の建設に生かすため、平和
憲法を堅持すると同時に非核３原則を法制化し、核廃絶と恒久平和構築の先頭に立つことを強
く望みます。
　　　　　　　　　≪在外被爆者援護と核廃絶へのアピール≫　
１． 日本政府は、在韓被爆者をはじめすべての在外被爆者に日本在住の被爆者と同等の、援護
法に基づく医療給付などの援護策を完全に実施することを望みます。
２． すべての在外被爆者について医療費助成の上限撤廃や、被爆者健康手帳取得の迅速化に早
急に取り組むよう望みます。とくに、在外被爆者の原爆症認定を進めるため、海外の医師の研
修を速やかに始めるよう要望します。
３． 日本政府は、侵略の被害者である北朝鮮と中国の被爆者をはじめ、放置されているすべて
の在外被爆者に対する援護を一日も早く実現するよう求めます。

　　　　　　　　　　２０１０年８月２９日
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　在韓被爆者問題市民会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　　　小田川　興
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　及川　佐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛同者：豊永恵三郎（広島・被爆者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野伸人（長崎・被爆二世）
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　※連絡先：〒 114-0024　東京都北区西ヶ原 3－ 66 － 9
　　　　　　　　　　　　　　　　ピーコックビル１Ｆアーク印刷内（及川）
　　　　　　　　　　　　E-mail : jcpd@peace.email.ne.jp
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65years after the atomic bombing
The Appeal for the full support for of the overseas Hibakusha 
and the abolition of the nuclear weapons

We have campaigned for a long time for the full support of the overseas Hibakusha, namely 
overseas survivors of the atomic bombings of Hiroshima and Nagasaki who lives in South Korea, 
North Korea, North America, and South America(Brazil and so on).
However, since the supports for the overseas Hibakusha lagged behind,the aging overseas 
Hibakusha have serious anxiety. The number of overseas Hibakusha (holders of Health Notebook 
for A-bomb Victims) who are acknowledged by the Japanese Ministry of Health, Labour and 
Welfare is 4,275 (as of March, 2007). The actual condition is as follows: 

[Hibakusha in South Korea]
2,650 Hibakusha registered to the South Korean Association for Hibakusha. Since 150 of them 
are too old to find evidence to testify to their exposure to the atomic bomb, they cannot receive 
the support of the Japanese Government.

[Hibakusha in South America and North America]
According to Japan’ s Ministry of Health, Labour and Welfare, the number of Hibakusha is 960 
in North America, 160 in Brazil and 270 in other countries in the Americas. They emphatically 
demand medical support based on the Atomic Bomb Survivors Support Law, such as the 
reexamination the effectuality of the dispatch of a medical group mainly to North America and 
Brazil, and the removal of the financial ceiling for medical support.

[Hibakusha in North Korea]
According to the Korea Association for Peace Anti-nuclear Bomb, 382 Hibakusha survive and 
appeal for medical support, apology and compensation by Japan. However, because Japan and 
North Korea don’ t have diplomatic relation, the numbers of deceased are increasing without any 
protective measure being taken for them. 

65 years after the atomic bombings in Hiroshima and Nagasaki, we must face up to the actual 
conditions of Hibakusha overseas and support improved legal status and financial compensation 
for them. Especially during this year of the 100th years of the Korean Annexation, we demand 
the achievement of complete support for the Hibakusha who live in South Korea, North Korea 
(victims of Japanese colonization), as well as all overseas Hibakusha.
Furthermore, with the calls for a “nuclear free world” spoken of by the statements of President 
Obama and the Secretary General of the United Nations Ban Ki-moon during his visit to both 
Hiroshima and Nagasaki, we wish this effort will be a concrete step towards the abolition of the 
nuclear weapon.

Above all, to turn these nuclear disasters towards the construction of a “Nuclear Free World” , 
we desire for Japan to hold fast to the peace constitution and the legislation of the three anti-
nuclear principles as the atom-bombed country,  

1. We demand the Japanese Government commit to the full support (such as medical relief) 
of Korean Hibakuha and all other overseas Hibakusha based on the Atomic Bomb Medical 
Treatment Law equal to that of domestic Hibakusha.

2. We demand the Japanese Government remove the ceiling for the medical treatment of all 
overseas Hibakusha, and the promotion of their speedy acquisition of the Health Notebook for 
A-bomb Victims. Especially, in order to promote the A-bomb disease certification of overseas 
Hibakusha, we demand the immediate training of medical doctor in overseas. 

3. We demand that the Japanese Government completely supports the Hibakusha living in North 
Korea and China, namely victims of Japanese invasion, and all neglected overseas Hibakusha as 
soon as possible. 

August 29, 2010
Korean Hibakusha Issue Citizen Forum 
Representative       Koh ODAGAWA 
Secretary General    Tasuku OIKAWA 

Sympathizer : 
Keisaburo TOYONAGA (Hibakusha)
Nobuto HIRANO (Second Generation Hibakusha)
Hiroko TAKAHASHI 
(Hiroshima Peace Institute, Hiroshima City University)

Contact Address: Peacock Building 1F Ark Printing Co. 
C/O Oikawa 3-66-9 Nishigahara kita-ku, 
Tokyo, 114-0024
E-mail: jcpd@peace.email.ne.jp
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在
韓
被
爆
者
問
題
市
民
会
議
代
表　

小
田
川　

興

　
「
原
爆
が
一
発
で
も
残
っ
て
お
る
限
り
、
わ
た
し
ら

被
爆
者
は
救
わ
れ
ん
の
で
す
よ
」。

　

韓
国
原
爆
被
害
者
協
会
の
会
長
を
長
く
務
め
た
辛

泳
洙
さ
ん
が
生
前
、
時
折
、
口
に
し
た
言
葉
で
あ
る
。

朝
日
新
聞
記
者
と
し
て
在
韓
被
爆
者
取
材
を
始
め
て

か
ら
42
年
。「
核
な
き
世
界
」
へ
の
熱
い
期
待
が
渦
巻

い
た
今
年
の
夏
は
、
辛
さ
ん
の
「
遺
言
」
が
重
く
胸

に
響
く
時
と
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
市
民
会
議
が
発
表

し
た
今
回
の
声
明
は
、
植
民
地
下
の
い
わ
ば
強
制
さ

れ
た
原
爆
被
害
と
、
援
護
で
も
差
別
を
受
け
て
き
た

韓
国
人
被
爆
者
た
ち
が
身
体
と
心
の
平
安
を
取
り
戻

す
た
め
の
礎
に
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま

た
、
す
べ
て
の
在
外
被
爆
者
と
、
わ
れ
わ
れ
の
平
和

へ
の
願
い
を
映
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
う
。

　

わ
れ
わ
れ
市
民
会
議
に
と
っ
て
、
被
爆
65
周
年
と

「
韓
国
併
合
」
百
年
と
い
う
二
つ
の
節
目
が
重
な
る
今

年
は
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
加
え
て
、
朝

鮮
戦
争
開
戦
か
ら
60
年
と
い
う
も
う
一
つ
の
節
目
は

「
脱
冷
戦
」
の
進
展
、
と
り
わ
け
「
核
の
時
代
」
か
ら

の
脱
却
め
ざ
し
て
世
界
潮
流
の
変
わ
り
目
を
実
感
で

き
る
年
と
も
な
っ
た
。

　

オ
バ
マ
米
大
統
領
が
昨
年
４
月
の
プ
ラ
ハ
演
説
で

示
し
た
、
核
兵
器
投
下
に
対
す
る
道
義
的
責
任
の
表

明
と
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
追
求
の
意
志
。
国
連

事
務
総
長
と
し
て
初
め
て
両
被
爆
地
を
訪
問
し
、
広

島
の
韓
国
人
犠
牲
者
慰
霊
碑
に
献
花
し
て
同
族
の
被

爆
者
た
ち
へ
の
深
い
哀
悼
と
、「
核
兵
器
全
廃
」
の

決
意
を
捧
げ
た
潘
基
文
氏
。
二
人
の
言
葉
と
行
動
は
、

核
拡
散
の
厳
し
い
現
実
を
打
破
し
た
い
と
願
う
全
被

爆
者
と
、
平
和
を
希
求
す
る
市
民
た
ち
を
勇
気
づ
け

た
。

　

わ
が
市
民
会
議
も
そ
の
「
平
和
の
行
進
」
に
参
加

し
よ
う
。
そ
れ
が
声
明
発
表
の
動
機
で
あ
る
。
私
と

し
て
は
、
７
月
の
笹
本
さ
ん
を
偲
ぶ
会
で
、
新
た
な

代
表
に
就
任
し
た
挨
拶
で
「
市
民
会
議
は
も
っ
と
対

外
発
信
を
」
と
述
べ
た
こ
と
を
実
践
す
る
第
一
歩
と

位
置
づ
け
た
。

　

こ
の
声
明
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
歴
史
か
ら
も
、

「
韓
国
の
原
爆
被
害
者
を
救
援
す
る
市
民
の
会
」
と
共

同
で
出
す
べ
き
も
の
だ
。
し
か
し
、
市
場
淳
子
会
長

は
「
核
廃
絶
の
意
志
は
共
有
す
る
が
、
会
則
に
は
そ

の
点
が
な
い
」
と
い
い
、
同
会
は
残
念
な
が
ら
不
参

加
と
な
っ
た
が
、
有
志
個
人
の
形
で
豊
永
、
平
野
両

氏
が
賛
同
者
に
名
を
連
ね
た
。
同
様
の
理
由
は
「
在

ブ
ラ
ジ
ル
・
在
ア
メ
リ
カ
被
爆
者
裁
判
を
支
援
す
る

会
」
の
田
村
和
之
氏
も
伝
え
て
き
た
。
だ
が
、
声
明

作
成
過
程
で
の
相
互
連
携
へ
の
努
力
は
、
今
後
、
各

団
体
の
協
力
強
化
の
土
台
に
な
っ
た
と
信
じ
る
。

　

声
明
文
の
作
成
で
は
、
オ
バ
マ
政
権
の
外
交
政
策

を
問
題
視
す
る
な
ど
、
異
論
も
出
て
修
正
を
重
ね
た
。

そ
の
結
果
は
、
訪
日
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
被
爆
者
平
和
協

会
理
事
の
盆
子
原
国
彦
さ
ん
、
ま
た
韓
国
原
爆
被
害

者
協
会
の
名
誉
会
長
、
郭
貴
勲
さ
ん
に
も
お
見
せ
し

て
、
賛
成
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
も
在
韓
は
じ
め
在
外

被
爆
者
と
市
民
会
議
の
連
携
強
化
に
役
立
つ
こ
と
と

思
う
。

　

＊
声
明
は
「
韓
国
併
合
条
約
」
発
効
か
ら
百
年
の

日
付
で
、
菅
直
人
首
相
、
仙
谷
由
人
官
房
長
官
、
岡

田
克
也
外
相
、
長
妻
昭
厚
生
労
働
相
、
岡
崎
ト
ミ
子

国
家
公
安
委
員
長
・
消
費
者
・
少
子
化
・
男
女
共
同

参
画
担
当
相
（
改
造
内
閣
）
ら
主
要
な
政
府
関
係
者

ら
に
、
ま
た
英
文
・
韓
国
文
を
潘
基
文
国
連
事
務
総

長
に
送
っ
た
（
英
訳
は
、
広
島
市
立
大
広
島
平
和
研

究
所
の
高
橋
博
子
講
師
）。
＝
９
月
23
日
現
在
。
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韓
国
被
爆
者
問
題
の
出
発
点
で
あ
る
「
韓
国
併
合
」

か
ら
百
年
目
の
本
年
八
月
三
〇
日
、
大
阪
地
裁
に
、
死

亡
在
韓
被
爆
者
五
一
人
の
遺
族
二
一
二
人
が
、
日
本
政

府
を
相
手
取
っ
て
「
四
〇
二
号
通
達
慰
謝
料
請
求
訴
訟
」

を
提
訴
し
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
大
阪
地
裁
に
さ
ら

に
一
九
〇
人
の
死
亡
在
韓
被
爆
者
、
広
島
・
長
崎
地
裁

に
合
わ
せ
て
約
二
〇
〇
人
の
死
亡
在
韓
被
爆
者
の
遺
族

が
、
同
様
の
裁
判
を
集
団
提
訴
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

原
告
と
な
る
遺
族
の
数
は
二
千
数
百
人
に
の
ぼ
る
と
み

ら
れ
る
。

　

遺
族
集
団
訴
訟
は
、
生
存
在
韓
被
爆
者
二
五
二
九
人

が
二
〇
〇
八
年
一
二
月
五
日
か
ら
今
年
八
月
に
か
け
て

数
次
に
わ
た
っ
て
広
島
・
長
崎
・
大
阪
地
裁
に
同
様
の

裁
判
を
提
訴
し
た
の
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
在
米
被
爆

者
二
八
一
人
、
在
ブ
ラ
ジ
ル
被
爆
者
一
〇
九
人
も
広
島

地
裁
に
同
様
の
裁
判
を
提
訴
し
て
い
る
。

　

日
本
以
外
の
国
に
居
住
す
る
被
爆
者
が
被
爆
者
援
護

の
た
め
の
法
律
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
妨
げ
て
き
た

四
〇
二
号
通
達
は
、
一
九
七
四
年
に
当
時
の
厚
生
省

に
よ
っ
て
発
出
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
に
郭
貴

勲
さ
ん
の
大
阪
高
裁
判
決
で
そ
の
違
法
性
が
確
定
し
、

二
〇
〇
三
年
三
月
一
日
に
廃
止
さ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年

一
一
月
一
日
、
最
高
裁
は
、
韓
国
に
暮
ら
す
広
島
三
菱

徴
用
工
被
爆
者
四
〇
人
が
四
〇
二
号
通
達
で
受
け
た

精
神
的
被
害
に
対
し
て
一
人
あ
た
り
一
〇
〇
万
円
の

慰
謝
料
を
支
払
え
と
、
被
告
日
本
政
府
に
命
じ
た
。

判
決
直
後
、
当
時
の
舛
添
厚
生
労
働
大
臣
は
、「
最
高

裁
の
四
〇
名
と
同
じ
条
件
に
あ
る
在
外
被
爆
者
が
慰

謝
料
請
求
訴
訟
を
起
こ
せ
ば
、
早
期
に
和
解
し
て
慰

謝
料
を
支
払
う
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
始
ま
っ
た
の

が
在
外
被
爆
者
集
団
訴
訟
だ
っ
た
。

　

こ
の
間
、
前
述
の
三
地
方
裁
判
所
で
は
、
原
告
た

ち
と
被
告
日
本
政
府
と
の
和
解
協
議
が
進
め
ら
れ
、

九
月
一
七
日
ま
で
に
約
二
五
〇
〇
人
の
在
外
被
爆
者

と
の
和
解
＝
「
日
本
政
府
は
、
原
告
一
人
に
、
慰
謝

料
一
〇
〇
万
円
＋
弁
護
士
費
用
一
〇
万
円
＋
四
〇
二

号
通
達
廃
止
日
か
ら
慰
謝
料
支
払
日
ま
で
の
利
子
を
、

支
払
う
」
＝
が
成
立
し
て
お
り
、
残
り
の
原
告
と
の

和
解
協
議
が
続
い
て
い
る
。

　

遺
族
に
よ
る
慰
謝
料
請
求
と
は
、
死
亡
被
爆
者
が

生
前
中
に
四
〇
二
号
通
達
で
受
け
た
精
神
的
被
害
に

対
す
る
慰
謝
料
一
〇
〇
万
円
を
、
遺
族
が
遺
産
と
し

て
分
割
相
続
す
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

生
存
被
爆
者
と
遺
族
の
集
団
訴
訟
の
た
め
に
、
韓

国
原
爆
被
害
者
協
会
の
各
支
部
で
は
役
員
の
方
々
が
、

自
ら
被
爆
者
で
高
齢
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原

告
に
な
る
被
爆
者
や
遺
族
と
の
連
絡
、
提
訴
に
必
要

な
書
類
の
取
り
揃
え
な
ど
に
、
莫
大
な
労
力
を
注
い

で
こ
ら
れ
た
。
高
齢
の
被
爆
者
た
ち
に
裁
判
提
訴
を

強
い
る
こ
と
は
被
害
の
上
塗
り
と
な
る
た
め
、
私
た

ち
は
日
本
政
府
に
、
自
ら
在
外
被
爆
者
を
探
し
だ
し

て
謝
罪
し
賠
償
金
を
支
払
う
よ
う
求
め
た
が
、
日
本

政
府
は
「
提
訴
す
れ
ば
早
期
に
和
解
す
る
」
と
繰
り

返
し
た
。
そ
れ
で
仕
方
な
く
集
団
提
訴
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
集
団
提
訴
で
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

被
爆
の
事
実
を
日
本
政
府
が
認
め
て
い
る
「
被
爆
者

健
康
手
帳
（
被
爆
確
認
証
）」
交
付
者
（
生
前
中
に

手
帳
交
付
を
受
け
た
人
の
遺
族
）
の
み
を
原
告
と
し

て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
韓
国
に
は
今
も
手
帳
が
取
れ
な
い
被
爆

者
が
約
一
五
〇
人
い
る
。
ま
た
、
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
に
は
四
〇
〇
人
弱
の
被
爆
者
の
生
存
が
確

認
さ
れ
て
い
る
が
、
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
の

は
一
人
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
は
、
朝
鮮
の
手

帳
所
持
者
一
名
も
含
め
て
全
員
、
日
本
政
府
に
よ
る

援
護
を
何
一
つ
受
け
ら
れ
ず
に
い
る
し
、
手
帳
交
付

を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
た
２
万
人
以
上
の

死
亡
被
爆
者
と
と
も
に
、
四
〇
二
号
通
達
慰
謝
料
も

受
け
ら
れ
ず
に
い
る
。

　

四
〇
二
号
通
達
慰
謝
料
裁
判
が
進
む
い
っ
ぽ
う

で
、
未
だ
放
置
さ
れ
つ
づ
け
る
朝
鮮
半
島
の
被
爆
者

へ
の
援
護
が
緊
急
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

在
韓
被
爆
者
の
遺
族
が
四
〇
二
号
通
達
慰
謝
料
を
求
め
て
集
団
提
訴

韓
国
の
原
爆
被
害
者
を
救
援
す
る
市
民
の
会
・
会
長　

市
場
淳
子
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南
米
被
爆
者
検
診
が
、
10
月
中
旬
か
ら
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
事
前
検
診
が
前
も
っ
て
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
９
月
12
日
67
歳
の
被
爆
者
が
、
健

診
を
目
の
前
に
心
臓
麻
痺
で
お
亡
な
り
に
な
り
ま
し

た
。
此
の
方
は
広
島
で
２
歳
の
時
被
爆
さ
れ
て
、
子
供

だ
っ
た
の
で
何
も
覚
え
て
い
な
い
が
、
3.2
ｋ
ｍ
の
と
こ

ろ
で
被
爆
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
検
診
を
心
待
ち
に
さ

れ
て
い
ま
し
た
、
と
い
う
の
は
５
年
前
に
胸
を
開
け
心

臓
の
手
術
を
さ
れ
て
い
て
そ
の
事
を
健
診
に
来
ら
れ
る

先
生
に
相
談
し
て
、
来
年
は
日
本
に
行
き
精
密
健
診
を

し
て
も
ら
う
と
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
願

い
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

南
米
で
は
２
年
に
一
度
の
健
診
が
あ
る
だ
け
で
、
日

本
の
被
爆
者
が
受
け
て
い
る
よ
う
な
、
毎
年
２
度
の
健

診
、
１
度
の
ガ
ン
検
診
な
ど
も
受
け
ら
れ
ず
、
在
外
の

被
爆
者
が
こ
れ
ら
の
健
診
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
、
病

院
に
行
き
自
費
で
検
査
を
受
け
、
病
気
が
見
つ
か
れ
ば

治
療
を
受
け
る
の
で
す
が
、
在
外
の
被
爆
者
に
今
行
わ

れ
て
い
る
援
護
は
、
被
爆
者
援
護
法
の
法
定
外
で
行
わ

れ
て
い
る
保
険
医
療
助
成
事
業
が
あ
る
の
み
で
、
例
え

ば
民
間
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
毎
月
の
支

払
領
収
書
、
民
間
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合

な
ハ
ン
デ
ー
を
受
け
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

私
達
ブ
ラ
ジ
ル
の
被
爆
者
が
協
会
を
作
っ
た
目
的

は
、
第
一
に
日
本
で
被
爆
し
て
い
る
の
だ
が
、
病
気

に
な
っ
た
時
に
日
本
の
被
爆
者
と
同
じ
よ
う
な
治
療
を

受
け
た
い
と
い
う
事
で
し
た
、
そ
の
為
に
は
被
爆
者
手

帳
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
事
が
わ
か
り
、

１
９
８
４
年
に
協
会
を
作
り
活
動
を
始
め
て
き
て
、
よ

う
や
く
２
０
０
３
年
に
日
本
に
行
け
ば
手
帳
を
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
、手
帳
を
取
る
た
め
の
申
請
書
を
広
島
、

長
崎
県
に
申
請
し
、
事
前
審
査
の
結
果
、
こ
の
人
は
間

違
い
な
く
被
爆
者
だ
と
認
め
ら
れ
た
方
に
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
日
本
ま
で
の
往
復
航
空
券
が
支
給
さ
れ
無
料
で

手
帳
が
取
れ
ま
し
た
が
、
審
査
で
認
め
ら
れ
な
が
ら
、

病
気
高
齢
の
為
日
本
に
行
か
れ
な
い
方
は
そ
の
ま
ま
捨

て
置
か
れ
死
亡
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
間
多
く
の
裁
判
を
経
て
、
在
外
か
ら
被

爆
者
手
帳
の
申
請
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

２
０
０
９
年
か
ら
で
す
。
し
か
し
私
た
ち
が
一
番
最
初

に
望
ん
だ
健
診
、
治
療
は
被
爆
者
援
護
法
に
則
っ
た
援

護
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
件
に
つ
き
厚
生
労
働

省
に
行
き
、
何
年
間
も
何
度
も
要
請
書
を
提
出
し
、
回

答
を
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
な
ん
の
返
事
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

厚
生
労
働
省
に
言
わ
せ
る
と
各
国
に
よ
り
事
情
が
違

う
の
で
、
援
護
を
平
等
に
行
え
る
よ
う
に
模
索
し
て
い

る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
と
理
由
は
言
わ
れ
ま
す
が
そ
れ
は

は
、
病
院
で
検
査
、
治
療
を
受
け
た
時
の
支
払
い

領
収
書
、
医
師
の
診
断
書
に
よ
る
薬
購
入
の
支
払

い
領
収
書
な
ど
を
添
え
て
、
各
個
人
が
そ
の
年
、

診
察
、
治
療
を
受
け
た
た
め
に
先
払
い
し
て
い
た

費
用
を
、
12
月
に
ま
と
め
て
日
本
の
公
衆
衛
生
協

会
に
申
請
し
ま
す
が
、
初
め
て
の
方
は
申
請
以
前

に
受
給
対
象
確
認
通
知
書
と
い
う
の
を
も
ら
う
た

め
の
申
請
書
を
出
し
、
受
給
番
号
を
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
被
爆
者
手
帳
を
持
っ
て
い
て

も
、
こ
の
書
類
を
取
ら
な
け
れ
ば
申
請
で
き
ま
せ

ん
。
そ
し
て
翌
年
の
３
月
に
最
高
16
万
円
が
支
払

わ
れ
る
と
い
う
援
護
を
、
在
外
の
被
爆
者
は
受
け

て
い
る
わ
け
で
す
。
勿
論
治
療
費
が
16
万
円
以
上

か
か
っ
た
場
合
は
自
己
負
担
で
す

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
場
合
、
平
均
年
齢
は
76
歳
で
年
老

い
た
方
が
多
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
生
活
約
50
年
と
い
う

方
が
大
多
数
で
、
日
本
語
を
書
く
と
い
う
生
活
か

ら
離
れ
て
い
る
た
め
に
、
書
く
こ
と
、
読
む
こ
と

の
理
解
が
難
し
く
な
っ
て
い
て
、
日
本
公
衆
衛
生

協
会
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
、
書
類
へ
の
返
事
が
書

け
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
れ
で
書

け
な
い
の
で
今
年
は
も
う
や
め
ま
し
た
と
電
話
で

連
絡
さ
れ
て
く
る
方
も
い
ま
す
。

　

日
本
な
ら
被
爆
者
手
帳
を
病
院
に
待
っ
て
い
き
、

健
診
、
治
療
を
受
け
、
難
し
い
書
類
の
書
き
込
み

な
ど
な
い
の
で
す
が
、
我
々
は
そ
の
点
で
も
大
き

ブ
ラ
ジ
ル
在
住
被
爆
者
の
願
い

ブ
ラ
ジ
ル
被
爆
者
平
和
協
会
理
事　

盆
子
原
国
彦
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２
０
０
９
年
１
０
月
８
日
ブ
ラ
ジ
ル
被
爆
者
平
和
協
会　

理
事　
　

渡
辺
淳
子

言
い
訳
で
、
ま
ず
最
初
に
在
外
被
爆
者
に
も
被
爆
者

援
護
法
の
中
で
の
援
護
を
認
め
る
べ
き
で
、
そ
れ
が

出
発
点
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
も
う
少
し
詳
し
く
ブ
ラ
ジ
ル
で
行
わ
れ
て

い
る
南
米
健
診
の
事
に
つ
て
触
れ
て
み
ま
す
と
、
広

島
県
が
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
さ
れ
て
、
広
島
県
、

長
崎
県
医
師
会
と
共
同
で
こ
の
事
業
を
が
行
わ
れ
る

わ
け
で
す
。
ま
ず
ブ
ラ
ジ
ル
被
爆
者
平
和
協
会
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
在
住
被
爆
者
が
ブ
ラ
ジ
ル
４
都
市
の
病
院

な
ど
で
事
前
検
診
を
受
け
、
医
師
団
が
到
着
し
た
時
、

ス
ム
ー
ス
に
医
療
相
談
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
被

爆
者
へ
の
連
絡
、
交
通
費
支
給
の
た
め
の
書
類
な
ど
、

被
爆
者
か
ら
提
出
し
て
も
ら
う
た
め
の
事
務
連
絡
の

契
約
を
広
島
県
と
い
た
し
ま
す
。　

そ
し
て
広
島
県

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ベ
レ
ン
市
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
、
ク

リ
チ
ー
バ
市
に
あ
る
、
４
病
院
と
被
爆
者
が
一
人
健

診
を
受
け
た
場
合
、
い
く
ら
の
費
用
が
か
か
る
か
健

診
の
見
積
り
を
と
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
契
約
し
、

被
爆
者
が
病
院
で
検
査
を
受
け
た
数
に
応
じ
て
、
広

島
県
か
ら
各
病
院
に
直
接
支
払
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
遠
方
の
被
爆
者
で
、
事
前
検
診
と
、
医
療
相

談
に
来
る
の
が
難
し
い
方
は
、
住
ん
で
お
ら
れ
る
地

方
の
病
院
で
上
限
金
額
を
決
め
た
検
査
を
事
前
に
受

け
、
そ
の
健
診
結
果
と
掛
か
っ
た
費
用
の
領
収
書
を

も
っ
て
医
療
相
談
に
来
て
い
た
だ
き
、
そ
の
時
に
経

費
の
支
払
い
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
方
法
は
私
た
ち
が
何
年
も
か
け
て
、
行
政
と

相
談
し
な
が
ら
作
り
上
げ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ
の

方
法
を
使
え
ば
す
ぐ
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
急
病
の
時
な

ど
、
こ
れ
ら
広
島
県
と
契
約
し
た
病
院
に
行
き
、
日

本
で
被
爆
者
が
受
け
て
い
る
よ
う
な
医
療
行
為
は
行

わ
れ
、
費
用
は
病
院
側
か
ら
広
島
県
に
請
求
す
る
と

い
う
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
形
式
で
出
来
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
た
だ
し
、
厚
生
労
働
省

が
い
つ
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
在
外
の
被
爆
者
は
、

日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
国
民
保
険
に
は
加
入
し
て
い

な
い
し
、
在
外
被
爆
者
が
住
ん
で
い
る
ほ
と
ん
ど
の

国
が
医
薬
分
業
で
、
医
師
の
診
断
書
に
よ
り
本
人
が

薬
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

事
が
あ
る
と
し
て
も
そ
れ
は
乗
り
超
え
ら
れ
る
問
題

で
、
一
日
も
早
く
解
決
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
被
爆
後
65
年
た
っ
た
今
も
外
国
に
住
ん
で
い

る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
多
く
の
被
爆
者
が
何
も
さ

れ
ず
に
死
亡
し
、
今
で
も
援
護
に
差
別
が
あ
る
と
い

う
事
は
本
当
に
許
し
が
た
い
事
で
、
日
本
政
府
は
ど

こ
で
道
を
誤
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
日
本
政
府
と
、

ア
メ
リ
カ
政
府
の
（
ア
メ
リ
カ
に
も
原
爆
製
造
、
原

爆
実
験
な
ど
の
為
に
被
爆
者
が
多
く
住
ん
で
い
る
）

強
力
な
意
志
が
働
い
た
の
か
知
り
ま
せ
ん
け
ど
、
人

道
的
に
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
日
本
政
府
は
し
て
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
年
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
に
一
被
爆
者
と
し
て
乗

り
込
み
、
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
か
ら
、
も
う
一
人
の

女
性
の
被
爆
者
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
飛
び
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ

核
拡
散
防
止
会
議
が
行
わ
れ
て
い
る
、
国
連
本
部
の

分
科
会
で
、
日
本
政
府
が
し
て
き
た
在
外
被
爆
者
へ

の
援
護
に
つ
い
て
、
日
本
の
被
爆
者
が
受
け
て
い
る

援
護
と
の
差
を
比
較
し
、
日
本
政
府
は
在
外
被
爆
者

に
謝
罪
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
聞
い
て
み
ま
し
た

そ
の
会
場
に
出
席
し
て
い
た
各
国
の
方
々
全
員
が
、

謝
罪
す
る
べ
き
だ
と
手
を
大
き
く
あ
げ
て
く
だ
さ
っ

た
こ

と
を
、

こ
こ

に
付

け
加

え
さ

し
て

頂
き

ま
す
。
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ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
作
家
・
岡
村
淳
さ
ん

（
五
十
二
歳
）
は
、
み
ず
か
ら｢

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

移
民｣

と
称
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
住

み
、
日
系
人
移
民
の
人
び
と
の
人
間
像
や
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
像
を
映
像
と
し
て
記
録
し
て
い
ま
す
。
そ
の

岡
村
さ
ん
の
作
品
の
上
映
会
が
八
月
二
十
九
日
に
東

京
で
あ
り
ま
し
た
。

　

上
映
作
品
は
次
の
三
本
で
す
。
①｢

大
東
亜
戦
争

は
日
本
が
勝
っ
た
！　

ブ
ラ
ジ
ル
最
後
の
勝
ち
組
老

人｣

（
一
九
九
六
年
）、
②｢

私
の
戦
後
は
終
わ
ら
な

い　

ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
被
爆
者
た
ち｣

（
一
九
九
五

年
）、
③｢

『
あ
も
ー
る　

あ
も
れ
い
ら
』
第
一
部
イ

ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン｣

（
二
〇
〇
七
年
）。
私
は
各
作
品

い
ず
れ
に
も
強
い
衝
撃
を
う
け
ま
し
た
。

　

私
は
、
上
映
会
主
催
の
ひ
と
り
、
田
上
正
子
（
ガ

リ
版
誌｢

あ
め
つ
う
し
ん｣

発
行
人
）
か
ら
、
岡
村

さ
ん
が｢

在
ブ
ラ
ジ
ル
被
爆
者
協
会｣

会
長
の
森
田

隆
さ
ん
と
長
年
の
友
人
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
い
ま

し
た
し
、
岡
村
さ
ん
は
自
主
上
映
会
に
は
必
ず
立
ち

会
う
と
の
こ
と
な
の
で
、
当
日
会
場
で
会
え
る
と
期

待
し
て
い
ま
し
た
。
幸
い
田
上
さ
ん
の
紹
介
に
よ
り

岡
村
さ
ん
と
初
対
面
の
挨
拶
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
②｢

私
の
戦
後
は
終
わ
ら
な
い　

ブ
ラ
ジ

ル
に
渡
っ
た
被
爆
者
た
ち｣

に
つ
い
て
だ
け
お
話
し
し

ま
す
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
朝
、
森
田
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
ラ
ジ

オ
体
操
を
す
る
人
た
ち
。
森
田
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
集

ま
っ
た
十
余
人
の
被
爆
者
の
人
た
ち
の
座
談
会
。
そ

し
て
日
本
食
料
品
店
で
お
客
と
の
対
応
し
つ
つ
レ
ジ
ス

タ
ー
の
と
こ
ろ
で
カ
メ
ラ
に
顔
を
向
け
る
森
田
さ
ん
。

｢
日
本
で
は
昔
、
暑
い
と
き
金
魚
売
り
が
『
き
ん
ぎ
ょ
、

き
ん
ぎ
ょ
』
と
言
い
な
が
ら
町
を
歩
い
て
、
そ
の
時
期

が
終
わ
る
と
パ
ッ
と
終
わ
っ
て
し
ま
う
、
そ
れ
と
同
じ

よ
う
に
被
爆
者
の
記
事
も
各
紙
が
こ
ぞ
っ
て
被
爆
の
状

況
を
聞
き
に
き
ま
す
が
、
八
月
が
終
わ
る
と
パ
ッ
タ
リ

で
す
。｣

と
森
田
さ
ん
。
被
爆
者
の
皆
さ
ん
共
通
の
経

験
で
し
ょ
う
。
被
爆
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
直
後
、
任
務

に
向
か
う
森
田
さ
ん
は｢
兵
隊
さ
ん
仇
を
と
っ
て
下
さ

い
ね
、
仇
を
と
っ
て
下
さ
い
ね｣
と
言
い
な
が
ら
死
ん

で
い
っ
た
た
く
さ
ん
の
女
学
生
た
ち
の
声
と
姿
を
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
静
か
に
言
い
ま
す
。
森
田
さ
ん

の
お
つ
れ
あ
い
の
綾
子
さ
ん
が
協
会
の
事
務
や
連
絡
で

忙
し
く
活
動
し
た
り
被
爆
体
験
を
語
る
映
像
は
ご
夫

妻
が
来
日
さ
れ
た
と
き
に
一
度
お
目
に
か
か
っ
て
い

る
私
は
言
い
よ
う
の
な
い
感
慨
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
が
制
作
さ
れ
た
当
時
は｢

四
〇
二
号
通
達

｣

が
在
外
被
爆
者
の
人
び
と
を
苦
し
め
て
い
ま
し
た
。

森
田
さ
ん
も
領
事
館
で｢

迷
惑
だ｣

と
門
前
払
い
を

さ
れ
た
の
で
す
。
西
村
房
男
さ
ん
、
本
多
宣
皓
さ
ん
、

向
井
春
治
さ
ん
、
火
浦
君
子
さ
ん
、
長
石
元
子
さ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
広
島
・
長
崎
の
被
爆
体
験
を
聞
き
つ
つ
、

戦
後
の
日
本
政
府
、
地
方
自
治
体
の
移
民
奨
励
策
に

の
せ
ら
れ
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
来
た
も
の
の
ま
る
で
棄
民

扱
い
の
苦
労
を
重
ね
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
さ
し
く
戦
後
は
終
わ
ら
な
い
の
で
す
。（
市
民
会

議
運
営
委
員
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
被
爆
者
た
ち

　
　

岡
村
淳
さ
ん
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
上
映
会	

又
重
勝
彦
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て
か
ら
の
大
躍
進
は
み
ご
と
だ
っ
た
。

▼
占
領
史
研
究
会
で
、
必
ず
最
後
は
原
爆
の
話
を
し
た
。

十
二
月
三
十
一
日
は
必
ず
飲
み
会
だ
っ
た
。

▼
大
学
院
生
だ
が
、
研
究
に
つ
い
て
励
ま
し
て
も
ら
っ
た
。

〈
米
国
〉
が
原
爆
投
下
し
た
、
の
主
語
が
大
事
と
力
説
さ
れ
、

グ
レ―

ゾ―

ン
に
つ
い
て
考
え
る
の
が
大
事
と
い
わ
れ
た
。

▼
入
院
中
、大
部
の
著
書
『
占
領
軍
の
科
学
技
術
基
礎
作
り
：

占
領
下
日
本
１
９
４
５―

１
９
５
２
』
を
翻
訳
さ
れ
た
。

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
は
多
数
見
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
ら
れ

た
。

・
ヤ
ス
ク
ニ
神
社
に
つ
い
て
の
番
組
作
成
を
お
こ
な
っ
て
い

る
プ
レ
ハ
ブ
の
部
屋
を
の
ぞ
く
と
、
い
つ
も
若
手
が
笹
本
さ

ん
に
説
教
を
受
け
て
い
た
。

・
会
っ
た
と
き
Ｎ
Ｈ
Ｋ
批
判
を
い
き
な
り
一
時
間
位
聞
か
さ

れ
て
驚
き
、
一
緒
に
や
っ
て
い
け
る
か
と
思
っ
た
が
、
や
さ

し
い
人
だ
っ
た
。

・
と
に
か
く
熱
い
ひ
と
だ
っ
た
。
明
る
か
っ
た
。
自
分
に
で

き
な
い
こ
と
が
君
た
ち
に
は
で
き
る
は
ず
だ
と
。
第
一
資
料

を
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
わ
れ
、
落
ち
こ
ん
で
い
る
と

励
ま
さ
れ
た
。

・
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
。
ど
う
い
う
視
点
で
も
の
を
言
っ

て
い
る
の
か
、
常
に
問
わ
れ
て
い
た
。

　

途
中
、
林
陽
子
さ
ん
が
笹
本
さ
ん
の
詩
、
三
篇
朗
読
。
暑

い
午
後
、
熱
か
っ
た
故
人
を
偲
び
合
い
な
が
ら
終
わ
る
。

（
文
責
・
石
川
逸
子
）　

▼
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
世
界
で
は
〈
思
い
〉
が
強
い
彼
の
著
書

は
議
論
百
出
で
博
士
論
文
も
認
め
ら
れ
な
い
で
終
わ
っ
た

が
、
最
近
国
際
的
に
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。

▼
医
者
と
し
て
、〈
い
の
ち
〉
を
根
本
に
置
い
て
思
想
を
構

築
し
た
、
安
藤
昌
益
と
は
対
極
の
、
治
療
せ
ず
調
査
の
み
し

た
日
本
の
医
師
た
ち
に
憤
懣
や
る
か
た
な
い
人
で
あ
っ
た
。

▼
月
一
回
の
朝
鮮
語
を
学
ぶ
集
ま
り
に
、
必
ず
彼
は
い
た
。

自
分
た
ち
は
シ
ッ
ク
ゥ
（
血
縁
で
な
い
親
し
い
仲
間
）
だ
っ

た
。
彼
の
お
骨
の
そ
ば
で
学
び
飲
み
食
い
し
、
今
も
参
加
し

て
い
る
よ
う
だ
。

▼
東
ア
ジ
ア
民
衆
史
研
究
会
で
、
こ
れ
か
ら
何
を
す
る
べ
き

か
、
相
談
の
最
中
だ
っ
た
。

▼
済
州
島
・
四
・
三
事
件
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
に
一
緒
に

行
っ
た
。

▼
『
日
本
原
爆
論
大
系
』
に
、
彼
の
論
考
を
入
れ
た
。

▼
今
度
、
ニ
ュ―

ヨ―

ク
へ
行
っ
た
ら
、
米
国
で
は
ビ
キ
ニ

を
誰
も
知
ら
な
い
。
演
説
し
た
日
本
の
副
外
相
も
言
わ
な
い

の
で
、
演
説
後
、
聞
い
た
ら
ビ
キ
ニ
事
件
に
つ
い
て
全
く
知

ら
な
か
っ
た
。

▼
被
爆
二
世
で
島
根
出
身
。
原
爆
文
献
を
読
む
会
で
一
緒

だ
っ
た
。

▼
自
分
も
被
爆
二
世
。
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
で
は
な
い
、

と
被
爆
者
運
動
を
批
判
す
る
私
の
味
方
に
、
常
に
な
っ
て
く

れ
た
。

▼
朝
鮮
戦
争
時
の
沖
縄
に
つ
い
て
、「
載
っ
て
い
な
い
こ
と

が
証
拠
だ
」と
結
論
し
た
の
に
は
お
ど
ろ
い
た
。
ガ
ン
に
な
っ

　

最
初
に
小
田
川
興
市
民
会
議
新
代
表
よ
り
、
中
島
竜
美
・

笹
本
征
男
と
立
て
続
け
に
二
人
の
代
表
を
失
っ
た
が
、
二
人

が
掲
げ
た
松
明
を
引
き
継
い
で
、
残
さ
れ
て
い
る
問
題
の
解

決
、
ま
た
若
い
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
参
加
者
全
員
が
笹
本
征
男
さ
ん
と
の
つ
な
が

り
や
思
い
出
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

以
下
、
そ
の
話
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

▼
科
学
と
技
術
史
の
自
主
ゼ
ミ
ナ―

ル
で
、
一
緒
だ
っ
た
。

強
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
人
で
、
鋭
い
問
題
意
識
を
持
っ
て

い
た
。

▼
「
世
の
中
で
は
忘
れ
が
ち
だ
け
ど
、
忘
れ
ち
ゃ
だ
め
だ
よ

な
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
馬
が
合
っ
た
。
広
島
の
子
ど
も
た
ち

の
中
に
は
必
ず
朝
鮮
人
の
子
ど
も
が
い
る
。
そ
れ
を
見
極
め

る
の
が
あ
な
た
の
仕
事
だ
と
言
わ
れ
た
。

▼
市
民
科
学
研
究
室
の
月
一
回
の
勉
強
会
で
、
一
緒
だ
っ
た
。

医
療
被
曝
に
つ
い
て
も
考
え
ね
ば
。

▼
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
は
日
米
合
同
で
タ
ブ―

と
さ
れ
て

き
た
が
、〈
原
爆
調
査
〉
に
つ
い
て
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き

た
い
。

◎
笹
本
さ
ん
を
偲
ぶ
会

―
市
民
会
議
主
催
・
10
・
７
・
４
（
日
）

劇
団
「
展
望
」
に
て―
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Ｎ
Ｐ
Ｔ
国
際
会
議
に
参
加
し
て　
ビ
キ
ニ
事
件
被
爆
者　

大
石
又
七

　

２
０
１
０
年
８
月
３
１
日
、
ビ
キ
ニ
環
礁
が
世
界
文

化
遺
産
に
、
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、
私
は
驚
き

と
同
時
に
違
和
感
を
持
ち
ま
し
た
。
ビ
キ
ニ
事
件
は
解

決
し
て
い
な
い
し
、
ま
だ
進
行
形
の
事
件
だ
か
ら
で
す
。

被
爆
当
事
者
た
ち
が
苦
し
ん
で
い
る
上
を
跳
び
越
し

て
、
過
去
の
終
わ
っ
た
事
件
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
は
し
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

遺
産
委
員
会
は
、「
ビ
キ
ニ
環
礁
」
を
核
兵
器
の
惨

禍
を
伝
え
る
「
負
の
遺
産
」
と
し
て
登
録
し
た
よ
う
で

す
が
、
忘
れ
か
け
て
い
る
ビ
キ
ニ
事
件
が
再
び
甦
り
、

若
者
た
ち
に
も
核
廃
絶
が
繋
が
っ
て
い
く
な
ら
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

　

遺
産
発
表
に
先
駆
け
て
５
月
３
日
か
ら
２
８
日
ま

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡

散
条
約
）
再
検
討
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
平
和
を
願

う
人
々
が
世
界
か
ら
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
核

廃
絶
を
訴
え
ま
し
た
。
私
も
日
本
原
水
協
か
ら
ビ
キ
ニ

の
被
爆
者
と
し
て
発
言
し
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
う
依

頼
を
受
け
て
、
分
科
会
で
行
な
わ
れ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル

被
爆
者
」
と
「
自
治
体
労
働
者
国
際
交
流
集
会
」
に
出

席
し
、事
件
の
実
状
を
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
行
き
で
は
、
こ
れ
ま
で
５
３
年
間
も
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

仕
事
や
留
守
番
な
ど
で
ど
こ
へ
も
連
れ
て
行
け
ず
、

苦
労
の
か
け
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
妻
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
で
連
れ
て
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
英
語
が
ま
っ
た
く
出
来
ま
せ
ん
。
英
語

の
出
来
る
東
京
原
水
協
の
事
務
局
長
の
石
村
和
弘
さ

ん
と
副
会
長
の
関
敬
子
さ
ん
に
最
後
ま
で
お
世
話
を

掛
け
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　

成
田
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
の
１
３
時
間
の
直

行
便
は
き
つ
か
っ
た
。
太
平
洋
上
を
飛
び
な
が
ら
脳

裏
に
浮
か
ん
で
き
た
の
は
、
や
は
り
あ
の
戦
時
中
の

記
憶
で
し
た
。
ま
だ
世
の
中
半
分
も
知
ら
な
い
、
う

ら
若
い
少
年
航
空
兵
た
ち
が
こ
の
大
空
で
敵
機
に

向
っ
て
引
き
金
を
引
く
、
相
手
も
自
分
と
同
じ
人
間

で
あ
る
。
人
を
殺
す
意
味
、
戦
う
こ
と
の
意
味
、
ど

ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
大
編
隊
を

組
ん
で
大
量
の
爆
弾
を
積
み
込
み
、
無
差
別
じ
ゅ
う

た
ん
爆
撃
を
行
な
っ
た
米
兵
の
気
持
ち
は
？　

そ
の

下
で
女
、
子
ど
も
老
人
た
ち
が
逃
げ
惑
い
な
が
ら
焼

け
死
ん
で
い
く
、
そ
の
姿
を
浮
べ
な
が
ら
落
と
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
に
私
は
今
、
足

を
踏
み
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
妙
な
気
持
ち
だ
っ
た
。

　

時
間
と
は
一
体
な
ん
だ
ろ
う
。
一
生
は
時
間
と
い

う
空
間
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
経
な
が
ら
終

わ
る
。
空
間
を
上
手
に
泳
ぐ
者
、
下
手
な
者
。
自
分

の
意
志
と
は
関
係
な
く
短
い
人
生
で
終
わ
る
者
も
い

る
。

　

空
は
今
も
昔
も
何
も
変
っ
て
い
な
い
。
空
か
ら
地

球
を
見
た
と
き
、
人
間
と
い
う
動
物
は
一
体
何
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
機
内
に
目
を
や
る

と
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
日
米
の
乗
客
た

ち
が
笑
い
な
が
ら
話
し
合
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
流

れ
の
不
思
議
さ
、
人
間
の
持
つ
心
理
の
不
思
議
さ
、

答
え
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
７
０
０
室
を
持
つ
１
８
階
建
て
、
ホ
テ
ル
・
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
に
着
き
、
１
５
階
の
部
屋
に
入
っ
て

カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
と
、
目
の
前
に
エ
ン
パ
イ
ヤ
ー
・

ス
テ
ー
ト
ビ
ル
が
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
の
に
は
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
玄
関
を
出
て
道
路
の
向
こ
う
側
に

は
マ
デ
ィ
ソ
ン
・
ス
ク
ェ
ア
ー
ガ
ー
デ
ン
。
聞
い
た

こ
と
の
あ
る
看
板
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
ア
メ
リ
カ
で
一
番
訴
え
た
か
っ
た
の
は
「
貴

方
も
被
爆
者
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
が
驚
い
た
こ
と
に
ビ
キ
ニ
事
件
を
誰
も
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

ビ
キ
ニ
事
件
は
日
米
政
府
が
意
図
的
に
隠
し
た
た

め
、
日
本
の
知
識
人
た
ち
も
知
っ
て
い
て
も
手
を
つ

け
ず
通
り
過
ぎ
ま
す
。
過
去
の
終
わ
っ
た
事
件
で
他
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人
事
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他
人
事

で
は
な
い
の
で
す
、
貴
方
も
見
え
な
い
放
射
能
で
被
爆

者
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
私
た
ち
第
五
福
竜
丸
が
ビ
キ
ニ

海
域
で
広
島
型
原
爆
の
１
０
０
０
倍
、
１
５
メ
ガ
ト
ン

と
い
う
巨
大
な
水
爆
実
験
に
遭
遇
し
、
大
量
の
『
死
の

灰
』
を
か
ぶ
り
被
爆
し
ま
し
た
。
そ
の
灰
を
日
本
に
持

ち
帰
り
、
太
平
洋
や
大
気
圏
が
強
力
な
放
射
能
で
汚
染

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
日
本
中
、
い
や
世
界
中

が
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
、
こ
れ
が
ビ
キ
ニ
事
件
で
す
。
そ

し
て
強
力
な
反
対
運
動
が
世
界
中
か
ら
湧
き
上
が
り
、

第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
を
開
か
せ
、
核
兵
器
絶

滅
を
訴
え
た
ラ
ッ
セ
ル
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
宣
言
、

さ
ら
に
は
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
、
大
気
圏
内
核
実

験
禁
止
と
繋
が
っ
て
い
き
平
和
運
動
の
原
点
に
な
り

ま
し
た
。
だ
が
現
在
は
、
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
た
状
態

で
す
。

　

そ
の
後
、
内
部
被
爆
の
実
態
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な

り
核
兵
器
が
作
り
出
す
目
に
見
え
な
い
放
射
能
の
恐

ろ
し
さ
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
こ
と
を
日

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
一
人
で
も
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
に

も
伝
え
よ
う
と
思
い
チ
ラ
シ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

持
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
掛
け
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
軍
だ
け
で
も
、
太
平
洋
上
で
６
７
回
の
核
実

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
部
で
１
０
０
メ
ガ
ト
ン
だ
そ

う
で
す
。

　

こ
の
爆
発
威
力
は
広
島
型
原
爆
を
毎
日
一
個
ず

つ
、
１
８
年
間
落
と
し
続
け
た
量
だ
と
言
う
か
ら

驚
き
で
す
。
水
爆
は
爆
発
力
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
爆
発
と
同
時
に
２
７
種
類
も
の
ガ
ン
な
ど
作
り

出
す
放
射
能
を
撒
き
散
ら
し
ま
す
。
そ
し
て
体
内
被

爆
を
起
し
ま
す
。
白
血
病
や
骨
肉
腫
を
起
こ
す
ス
ト

ロ
ン
チ
ュ
ー
ム
９
０
、
甲
状
腺
ガ
ン
を
起
こ
す
ヨ

ウ
素
１
３
１
、
遺
伝
子
を
狂
わ
せ
る
セ
シ
ュ
ー
ム

１
３
５
、
中
に
は
半
減
期
が(

半
分
に
な
る
の
に)

２
万
４
０
０
０
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
半
減
期
が
数

十
年
、
数
百
年
と
い
う
ミ
ク
ロ
の
放
射
能
が
食
物
連

鎖
や
風
な
ど
に
乗
っ
て
地
球
上
を
漂
い
、
誰
の
ど
こ

に
取
り
付
く
か
は
現
在
の
医
学
で
は
計
り
知
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

　

１
９
４
０
年
か
ら
５
０
年
に
か
け
て
核
実
験
が
地

球
上
の
あ
ち
こ
ち
で
始
ま
り
ま
し
た
。
大
量
の
放
射

能
が
大
気
圏
や
地
球
上
に
振
り
ま
か
れ
て
い
る
は
ず

で
す
。
１
９
６
０
年
頃
か
ら
、
ガ
ン
患
者
が
世
界
中

で
急
増
し
、
日
本
で
も
死
亡
率
の
ト
ッ
プ
は
ガ
ン
で

年
間
３
５
万
人
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
放
射
能

が
そ
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
恐
ろ
し
い
出
来
事
を
半
世
紀
も
前
に
ビ
キ

ニ
事
件
が
教
え
、
警
告
し
た
の
に
日
米
政
府
は
わ

ず
か
９
か
月
で
握
り
つ
ぶ
し
実
験
を
強
行
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。
核
兵
器
は

２
万
３
０
０
０
発
の
実
弾
と
な
っ
て
世
界
中
に
拡
散

し
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
相
手
国
を
攻
撃
で
き
る
状
態
に

な
り
人
類
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

ビ
キ
ニ
事
件
は
過
去
の
事
件
で
も
、
終
わ
っ
た
事
件
で

も
あ
り
ま
せ
ん
未
解
決
の
進
行
中
の
事
件
な
の
で
す
。

私
は
ビ
キ
ニ
で
受
け
た
被
爆
の
苦
し
み
だ
け
を
訴
え
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

米
ロ
大
国
が
抱
え
込
ん
で
い
る
大
量
の
核
兵
器
が

い
か
に
危
険
で
あ
る
か
を
、
そ
し
て
貴
方
も
す
で
に

被
爆
者
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
伝
え

た
か
っ
た
の
で
す
。

　

私
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
き
で
驚
い
た
の
は
、
ア
メ

リ
カ
人
が
ビ
キ
ニ
事
件
を
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
。
あ
と
一
つ
は
平
和
運
動
を
生
み
出
し
た
ビ
キ
ニ
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事
件
が
、
期
間
中
に
参
加
し
て
い
た
日
本
人
の
誰
か

ら
も
出
な
か
っ
た
こ
と
が
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
ビ
キ

ニ
事
件
は
ど
こ
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　

私
は
、
１
万
人
余
り
の
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
た

時
、
福
竜
丸
の
大
き
な
大
漁
旗
を
広
げ
て
歩
き
ま
し

た
。
珍
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
多
勢
の
人
が
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。
被
爆
者
た
ち
が
発
言
し

た
会
議
場
は
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
チ
ャ
ー
ジ
ー
教

会
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
を
思
わ
せ
る
高
い
建
物
で
し

た
。
入
り
口
に
見
覚
え
の
あ
る
写
真
が
一
枚
さ
り
げ

な
く
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
反
対
を
ア
メ
リ
カ
国
民
に
呼
び
か
け
、
良
心
を
呼

び
起
こ
そ
う
と
し
て
暗
殺
さ
れ
た
マ
ー
チ
ン
・
ル
ー

サ
ー
・
キ
ン
グ
牧
師
の
写
真
で
、
そ
こ
は
演
説
し
た

場
所
だ
っ
た
の
で
す
。
先
だ
っ
て
国
連
事
務
総
長
の

パ
ン
・
ギ
ム
ン
さ
ん
が
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
作

る
」「
私
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
核
保
有
国
に
迫

り
ま
す
。
政
府
を
動
か
す
の
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要

で
す
、
各
国
政
府
に
迫
り
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
い
ス

ピ
ー
チ
を
行
な
い
、
会
場
か
ら
万
雷
の
拍
手
で
す
。

　

私
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
被
爆
者
の
発
言
で
世
界
中
で

行
な
わ
れ
た
核
実
験
が
目
に
見
え
な
い
大
量
の
放
射

能
を
撒
き
散
ら
し
て
汚
染
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま

し
た
。

　

被
爆
者
の
訴
え
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
私

の
次
に
涙
を
拭
い
な
が
ら
訴
え
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
女

性
の
話
で
す
。
私
は
英
語
が
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
密
着

取
材
で
そ
ば
に
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
放
送
の
女
性
に
翻
訳

し
て
も
ら
い
驚
き
ま
し
た
。「
彼
女
は
ネ
バ
ダ
核
実
験
場

の
風
下
地
域
に
住
ん
で
い
た
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア･

ピ
ー
タ
ー

ソ
ン
さ
ん
（
５
５
歳
）
金
髪
で
美
し
い
方
で
す
。
ネ
バ
ダ

で
は
１
９
６
０
年
代
に
か
け
て
、
大
気
中
で
１
０
０
回
、

地
下
を
含
め
る
と
１
９
９
２
年
ま
で
に
９
０
０
回
以
上

の
核
実
験
を
行
っ
た
と
い
い
ま
す
。
政
府
は
、
周
辺
の
ユ

ダ
、
ネ
バ
ダ
、
ア
リ
ゾ
ナ
に
住
ん
で
い
た
人
々
に
放
射
能

の
危
険
性
に
つ
い
て
一
度
も
注
意
し
て
く
れ
な
か
っ
た
、

１
９
９
０
年
に
よ
う
や
く
放
射
線
被
爆
者
補
償
法
案
を

成
立
さ
せ
た
が
対
象
地
域
や
病
気
は
非
常
に
限
定
的
の

た
め
、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
さ
ん
た
ち
は
対
象
外
に
さ
れ
た
と

言
う
の
で
す
。
彼
女
た
ち
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
汚
染
さ

れ
た
野
菜
や
果
物
を
食
べ
汚
染
さ
れ
て
い
る
湖
で
泳
ぎ
、

そ
こ
で
取
れ
る
魚
を
食
べ
て
き
た
。

　

お
父
さ
ん
は
脳
か
ら
レ
モ
ン
ほ
ど
の
腫
瘍
を
取
り
出

し
、
６
３
歳
で
亡
く
な
り
、
義
父
は
ウ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
鉱
山

で
働
き
続
け
５
１
歳
で
。
続
い
て
３
歳
に
な
っ
た
末
娘
ベ

タ
ニ
ー
ち
ゃ
ん
は
ガ
ン
で
３
年
後
に
、
た
っ
た
一
人
の
自

分
の
姉
で
あ
る
キ
ャ
シ
ー
さ
ん
も
悪
性
黒
色
腫
で
夫
と

子
ど
も
６
人
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
長
男
も

ガ
ン
で
な
く
な
る
。
悲
劇
は
後
を
絶
た
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
さ
ん
の
家
庭
だ
け
の
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
の
で
す
。
彼
女
の
住
む
ユ
タ
州
は
共

和
党
員
が
多
く
、『
核
兵
器
は
大
事
な
も
の
、
核
実

験
を
批
判
す
る
者
は
愛
国
心
に
欠
け
る
』
と
い
う

見
方
を
さ
れ
被
爆
者
は
孤
立
し
て
き
た
」
と
言
い

ま
す
。（
こ
の
へ
ん
は
私
が
ビ
キ
ニ
事
件
や
核
兵
器

の
反
対
を
訴
え
る
と
共
産
党
の
回
し
者
の
よ
う
に

言
わ
れ
て
き
た
の
に
似
て
い
た
）

　
「
今
日
は
泣
か
な
い
で
済
む
よ
う
に
ス
ピ
ー
チ

を
読
も
う
と
思
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
涙
が
止
ま

り
ま
せ
ん
。
ご
め
ん
な
さ
い
」、
と
い
っ
て
度
々

涙
を
ぬ
ぐ
い
「
ア
メ
リ
カ
政
府
は
私
た
ち
を
静
か

に
殺
し
て
い
る
の
で
す
」
と
最
後
に
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
は
日
本
政
府
も
同
じ
だ
、
と
思
い
な
が

ら
民
主
主
義
の
本
家
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
が
自
国
民

に
対
し
て
、
ま
さ
か
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
複
雑

な
思
い
を
胸
に
し
な
が
ら
、
ニ
ー
ヨ
ー
ク
港
に
立

つ
フ
ラ
ン
ス
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
自
由
の
女
神

を
見
た
と
き
、
女
神
も
心
な
し
か
涙
ぐ
ん
で
い
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
　
　
　

　

追
、　

核
兵
器
を
無
く
さ
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、

活
字
に
ま
と
め
た
「
ビ
キ
ニ
事
件
の
真
実
」
が
翻
訳
さ

れ
て
ハ
ワ
イ
大
学
か
ら
来
春
三
月
頃
ま
で
に
出
版
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
前
文
を
ア
メ
リ
カ
で
は
知

ら
れ
て
い
る
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
ア
ル
バ
ー
ト
・
Ｇ
・
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２
０
０
９
年
度
会
計
報
告
と

２
０
１
０
年
度
会
費
納
入
の
お
願
い

（
年
間
三
千
円
）

　

８
月
20
日
市
民
会
議
の
総
会
に
て
確
認
さ
れ

た
２
０
０
９
年
度
会
計
報
告
を
掲
載
致
し
ま

す
。

　

結
成
以
来
２
１
年
を
経
過
し
て
、
高
齢
化
も

進
み
、
残
念
な
が
ら
会
員
数
も
減
少
、
財
政
基

盤
で
あ
り
る
会
費
・
寄
付
も
漸
減
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
３
名
の
運
営
委
員
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
活
動

を
充
実
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
経
済
環
境

は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
振
込
の
際
は
同
封
の
振
り
込
み

用
紙
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

(2009

2010.6.30 
                           2009.4.1 2010.3.31

234,933.-

  149,000.- 50
 145000.- 19

0.-
    2,340.- 

                     14,500.-
  310,840.- 

178,390.-
                    1,170.- 

 25,000.-                
  9,350.- 
      0.-

                          249,910.- 

          295,863.- 

       

ミ
ル
バ
ン
ク
国
際
法
名
誉
教
授
・
占
領
下
パ
レ
ス
チ

ナ
領
の
た
め
の
国
連
人
権
理
事
会
特
別
報
告
者
「
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ホ
ー
ク
」
氏
が
書
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。
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在
韓
被
爆
者
問
題
と
の
出
会
い
か
ら
遅
れ
て
、
私
は

「
慰
安
婦
」
問
題
に
出
会
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
日
本
の
右
翼
団
体
か
ら
の
耳
を
覆
い
た

く
な
る
よ
う
な
罵
声
、「『
慰
安
婦
』
な
ん
て
い
な
か
っ

た
！　

あ
れ
は
金
稼
ぎ
の
た
め
の
売
春
婦
だ
」
と
か
、

「
支
援
団
体
の
踊
ら
さ
れ
て
い
る
偽
者
だ
」
と
い
う
声

を
聞
く
と
き
、
十
九
年
前
に
は
じ
め
て
名
乗
り
出
ら
れ

た
韓
国
の
「
慰
安
婦
」
被
害
者
、
金
学
順
（
キ
ム
・
ハ

ク
ス
ン
）
さ
ん
の
穏
や
か
な
面
ざ
し
を
思
い
浮
か
べ
る
。

彼
女
が
、「
私
は
『
慰
安
婦
』
と
し
て
連
行
さ
れ
た
」

と
名
乗
り
出
た
こ
と
で
、
当
初
、「
慰
安
婦
と
は
、
業

者
が
連
れ
て
歩
い
た
そ
れ
を
商
売
と
す
る
女
性
」
だ
と

言
っ
て
い
た
日
本
政
府
も
、
日
本
軍
の
関
与
を
認
め
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
。
彼
女
に
続
い
て
韓
国
だ
け
で
な

く
、
北
朝
鮮
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
東
チ
モ
ー
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
…
…
と
次
々
に
被

害
者
が
名
乗
り
出
て
、
そ
れ
を
囲
む
支
援
の
輪
が
ひ
ろ

が
り
、
国
連
で
も
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

い
わ
ば
歴
史
を
変
え
た
最
初
の
一
人
と
な
っ
た
金
学

順
さ
ん
の
こ
と
を
思
う
と
き
、
私
は
、
彼
女
の
友
人
で

あ
っ
た
も
う
一
人
の
女
性
の
存
在
を
思
い
出
さ
ず
に
い

ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
在
韓
被
爆
者
の
李
孟
姫
（
イ
・

メ
ン
ヒ
）
さ
ん
で
あ
る
。

　

一
九
九
一
年
夏
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
健
康
の
す
ぐ

れ
な
い
身
体
を
い
た
わ
り
な
が
ら
ソ
ウ
ル
市
の
失
業

対
策
の
現
場
で
い
っ
し
ょ
に
働
い
て
い
た
。
日
本
の

国
会
で
「
慰
安
婦
問
題
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と

を
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
い
て
、
そ
う
で
は
な
い
、
こ
の
私

が
事
実
を
知
っ
て
い
る
、
と
学
順
さ
ん
は
い
た
た
ま

れ
な
い
思
い
だ
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、「
韓
国
挺
身
隊
問
題
対
策
協

議
会
」
が
、
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
会
を
始
め
と
す
る

女
性
団
体
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
被
害
女
性
た
ち
に

申
告
を
よ
び
か
け
た
。
キ
リ
ス
ト
教
会
館
の
一
室
に

あ
る
「
韓
国
教
会
女
性
連
合
会
」
の
事
務
室
の
そ
の

最
初
の
事
務
局
が
お
か
れ
て
い
た
。

　

教
会
女
性
連
合
は
、
七
〇
年
代
か
ら
ず
っ
と
在
韓

被
爆
者
協
会
と
も
協
力
し
て
被
爆
者
の
支
援
に
あ

た
っ
て
き
た
。
学
順
さ
ん
も
、
孟
姫
さ
ん
を
通
じ
て

そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。「
慰
安
婦
」
被
害
者
が

名
乗
り
出
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
、
周
囲
の
ま
な
ざ
し
を

お
そ
れ
て
、
被
爆
者
で
あ
る
こ
と
を
秘
め
続
け
る
原

爆
の
被
害
者
の
存
在
を
考
え
る
と
き
、「
慰
安
婦
」

被
害
者
が
過
去
を
隠
し
て
暮
ら
す
こ
と
は
よ
く
分
か

る
と
思
う
。
学
順
さ
ん
に
と
っ
て
も
、「『
慰
安
婦
』

だ
っ
た
」と
申
告
す
る
こ
と
に
は
、た
め
ら
い
が
あ
っ

た
と
思
う
。
長
い
人
生
経
験
を
持
つ
人
た
ち
が
、
そ

ん
な
に
簡
単
に
「
利
用
」
さ
れ
る
は
ず
も
な
い
。
学

順
さ
ん
は
、
被
爆
者
で
あ
る
孟
姫
さ
ん
が
教
会
女
性

連
合
会
と
付
き
合
い
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か

ら
、
ま
ず
、
孟
姫
さ
ん
に
相
談
し
た
。
あ
の
人
た
ち

は
、
こ
ち
ら
の
身
に
な
っ
て
考
え
て
く
れ
る
、
信
頼

で
き
る
人
た
ち
だ
と
い
う
こ
と
を
確
か
め
て
、
ま
ず
、

友
人
の
こ
と
で
す
が
と
電
話
を
し
た
上
で
、
学
順
さ

ん
は
事
務
所
を
た
ず
ね
た
。

　

今
は
お
二
人
と
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、「
慰

安
婦
」
被
害
者
の
最
初
の
名
乗
り
出
の
か
げ
に
、
被

爆
者
支
援
を
続
け
て
き
た
教
会
女
性
連
合
会
の
働
き

と
、
被
爆
女
性
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
の
意
味

は
深
い
。
そ
し
て
、
ま
た
、
広
島
、
長
崎
の
被
爆
者

の
中
に
は
、「
慰
安
婦
」
被
害
と
重
な
り
合
う
女
性

の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
も
改
め
て
思
い
起
こ
す
。

市
民
会
議
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

第
22
回
在
韓
被
爆
者
問
題
市
民
会
議
総
会
が
７

月
27
日
（
土
）
劇
団
『
展
望
』
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
１
年
間
の
活
動
報
告
の
後
、
市
民
会
議
の
今

後
の
活
動
あ
り
方
及
び
会
計
報
告
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

代
表
は
小
田
川
興
、
事
務
局
長
に
は
及
川
佐
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
は
例
会
の
活
発

化
・
学
習
会
等
の
開
催
等
も
議
論
の
上
、
会
計
報

告
を
含
め
原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。　

二
人
の
女
性
の
こ
と　
山
口
明
子


